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はじめに 
 

○ 今回の介護報酬改定等の内容は、今後、厚生労働省より省令・告示・通知等で正式に示されることにな

ります。本日は、その概要（案）を説明します。詳細については、今後発出される省令・告示・通知等の

原文をご参照ください。 

○ 資料は、平成３０年１月２６日に開催された「第１５８回 社会保障審議会給付費分科会」の資料のう

ち各サービスに関係するページを抜粋しています（平成３０年３月６日に開催された「全国介護保険・高

齢者保健福祉担当課長会議」資料と同様の内容であると確認がとれています。）。 

なお、６、７については、厚生労働省老健局老人保健課より、平成３０年３月７日付け事務連絡で送付

された「抜粋、現時点版」を掲載しています。 

○ 正式な省令・告示・通知等は、厚生労働省の通知発出後に以下のホームページに掲載予定です。また、

新たにＱ＆Ａ等が発出された場合も、同じく掲載予定ですので、随時、更新内容の確認をお願いします。 

 

 

 

 

平成３０年３月 

熊本県健康福祉部長寿社会局高齢者支援課 

熊本市健康福祉局福祉部高齢介護福祉課 

熊本県ＨＰ※＞健康・福祉＞介護＞介護サービス事業所＞報酬改定 

※熊本県ＨＰ http://www.pref.kumamoto.jp/ 



 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 平成３０年度介護報酬改定の概要                         
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２ 指定基準の改正事項                  

 

「指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運営に関する基準（平成十一年厚生労働省令第三十

七号）」の一部が次のように改正されました。（下線部：新設。主な改正箇所のみ記載） 

 

第五節� � �  共生型居宅サービスに関する基準 

（共生型通所介護の基準） 

第百五条の二 通所介護に係る共生型居宅サービス（以下この条及び次条において「共生型通所介護」という。）

の事業を行う指定生活介護事業者（指定障害福祉サービス等基準第七十八条第一項に規定する指定生活介護事業

者をいう。）、指定自立訓練（機能訓練）事業者（指定障害福祉サービス等基準第百五十六条第一項に規定する

指定自立訓練（機能訓練）事業者をいう。）、指定自立訓練（生活訓練）事業者（指定障害福祉サービス等基準

第百六十六条第一項に規定する指定自立訓練（生活訓練）事業者をいう。）、指定児童発達支援事業者（児童福

祉法に基づく指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準（平成二十四年厚生労働省令第十五号。

以下この条において「指定通所支援基準」という。）第五条第一項に規定する指定児童発達支援事業者をいい、

主として重症心身障害児（児童福祉法（昭和二十二年法律第百六十四号）第七条第二項に規定する重症心身障害

児をいう。以下この条において同じ。）を通わせる事業所において指定児童発達支援（指定通所支援基準第四条

に規定する指定児童発達支援をいう。第一号において同じ。）を提供する事業者を除く。）及び指定放課後等デ

イサービス事業者（指定通所支援基準第六十六条第一項に規定する指定放課後等デイサービス事業者をいい、主

として重症心身障害児を通わせる事業所において指定放課後等デイサービス（指定通所支援基準第六十五条に規

定する指定放課後等デイサービスをいう。第一号において同じ。）を提供する事業者を除く。）が当該事業に関

して満たすべき基準は、次のとおりとする。 

 

一 指定生活介護事業所（指定障害福祉サービス等基準第七十八条第一項に規定する指定生活介護事業所をい

う。）、指定自立訓練（機能訓練）事業所（指定障害福祉サービス等基準第百五十六条第一項に規定する指定自

立訓練（機能訓練）事業所をいう。）、指定自立訓練（生活訓練）事業所（指定障害福祉サービス等基準第百六

十六条第一項に規定する指定自立訓練（生活訓練）事業所をいう。）、指定児童発達支援事業所（指定通所支援

基準第五条第一項に規定する指定児童発達支援事業所をいう。）又は指定放課後等デイサービス事業所（指定通

所支援基準第六十六条第一項に規定する指定放課後等デイサービス事業所をいう。）（以下この号において「指

定生活介護事業所等」という。）の従業者の員数が、当該指定生活介護事業所等が提供する指定生活介護（指定

障害福祉サービス等基準第七十七条に規定する指定生活介護をいう。）、指定自立訓練（機能訓練）（指定障害

福祉サービス等基準第百五十五条に規定する指定自立訓練（機能訓練）をいう。）、指定自立訓練（生活訓練）

（指定障害福祉サービス等基準第百六十五条に規定する指定自立訓練（生活訓練）をいう。）、指定児童発達支

援又は指定放課後等デイサービス（以下この号において「指定生活介護等」という。）の利用者の数を指定生活

介護等の利用者及び共生型通所介護の利用者の数の合計数であるとした場合における当該指定生活介護事業所等

として必要とされる数以上であること。 

 

二 共生型通所介護の利用者に対して適切なサービスを提供するため、指定通所介護事業所その他の関係施設か

ら必要な技術的支援を受けていること。 
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「指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準」及び「指定介護予防サービス等の事業の人員、設備及

び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準」に関する改正についても厚

生労働省ＨＰをご確認ください。 

 

＊指定基準は、平成２５年度から熊本県又は熊本市の条例で各々定められ、関係省令の改正

内容に準じて、所要の改正を行うこととしています。熊本県及び熊本市が指定・指導を行
う場合は、条例を根拠としているので、必ず熊本県又は熊本市ＨＰで改正条例を確認して

ください。 
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３ 「介護給付費算定に係る体制届に関する届（加算届）」について  

 

○「共生型サービスの提供」及び「生活相談員配置等加算」の区分が次のように新設さ

れるため、４月以降、当該加算を算定される事業所は、新たな加算の届出が必要になり

ます。 

 

共生型サービスの提供 

（生活介護事業所） 
１ なし ２ あり 

共生型サービスの提供 

（自立訓練事業所） 
１ なし ２ あり 

共生型サービスの提供 

（児童発達支援事業所） 
１ なし ２ あり 

共生型サービスの提供 

（放課後等デイサービス事業所） 
１ なし ２ あり 

生活相談員配置等加算 １ なし ２ あり 

 

○「生活機能向上連携加算」及び「ADL 維持等加算〔申出〕の有無」、「ADL 維持等加算」

の区分が新設されるため、４月以降、当該加算を算定される事業所は、新たな加算の届

出が必要になります。また、「個別機能訓練体制加算」がⅠとⅡに分けられました。 

 

生活機能向上連携加算 １ なし ２ あり 

個別機能訓練体制Ⅰ １ なし ２ あり 

個別機能訓練体制Ⅱ １ なし ２ あり 

ADL維持等加算〔申出〕の有無 １ なし ２ あり 

ADL維持等加算 １ なし ２ あり 

 

４月の報酬算定に係る届出の提出期限：平成３０年４月１日（当日消印有効） 
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通所介護費

注 注 注 注 注 注 注 注

利用者の数が利
用定員を超える
場合 又

は

看護・介護職員
の員数が基準に
満たない場合

要介護１ （ 362 単位）

要介護２ （ 415 単位）

要介護３ （ 470 単位）

要介護４ （ 522 単位）

要介護５ （ 576 単位）

要介護１ （ 380 単位）

要介護２ （ 436 単位）

要介護３ （ 493 単位）

要介護４ （ 548 単位）

要介護５ （ 605 単位）

要介護１ （ 558 単位）

要介護２ （ 660 単位）

要介護３ （ 761 単位）

要介護４ （ 863 単位）

要介護５ （ 964 単位）

要介護１ （ 572 単位）

要介護２ （ 676 単位）

要介護３ （ 780 単位）

要介護４ （ 884 単位）

要介護５ （ 988 単位）

要介護１ （ 645 単位）

要介護２ （ 761 単位）

要介護３ （ 883 単位）

要介護４ （ 1,003 単位）

要介護５ （ 1,124 単位）

要介護１ （ 656 単位）

要介護２ （ 775 単位）

要介護３ （ 898 単位）

要介護４ （ 1,021 単位）

要介護５ （ 1,144 単位）

要介護１ （ 350 単位）

要介護２ （ 401 単位）

要介護３ （ 453 単位）

要介護４ （ 504 単位）

要介護５ （ 556 単位）

要介護１ （ 368 単位）

要介護２ （ 422 単位）

要介護３ （ 477 単位）

要介護４ （ 530 単位）

要介護５ （ 585 単位）

要介護１ （ 533 単位）

要介護２ （ 631 単位）

要介護３ （ 728 単位）

要介護４ （ 824 単位）

要介護５ （ 921 単位）

要介護１ （ 552 単位）

要介護２ （ 654 単位）

要介護３ （ 754 単位）

要介護４ （ 854 単位）

要介護５ （ 954 単位）

要介護１ （ 617 単位）

要介護２ （ 729 単位）

要介護３ （ 844 単位）

要介護４ （ 960 単位）

要介護５ （ 1,076 単位）

要介護１ （ 634 単位）

要介護２ （ 749 単位）

要介護３ （ 868 単位）

要介護４ （ 987 単位）

要介護５ （ 1,106 単位）

要介護１ （ 338 単位）

要介護２ （ 387 単位）

要介護３ （ 438 単位）

要介護４ （ 486 単位）

要介護５ （ 537 単位）

要介護１ （ 354 単位）

要介護２ （ 406 単位）

要介護３ （ 459 単位）

要介護４ （ 510 単位）

要介護５ （ 563 単位）

要介護１ （ 514 単位）

要介護２ （ 608 単位）

要介護３ （ 702 単位）

要介護４ （ 796 単位）

要介護５ （ 890 単位）

要介護１ （ 532 単位）

要介護２ （ 629 単位）

要介護３ （ 725 単位）

要介護４ （ 823 単位）

要介護５ （ 920 単位）

要介護１ （ 595 単位）

要介護２ （ 703 単位）

要介護３ （ 814 単位）

要介護４ （ 926 単位）

要介護５ （ 1,038 単位）

要介護１ （ 611 単位）

要介護２ （ 722 単位）

要介護３ （ 835 単位）

要介護４ （ 950 単位）

要介護５ （ 1,065 単位）

　：　「中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算」、「サービス提供体制強化加算」及び「介護職員処遇改善加算」は、支給限度額管理の対象外の算定項目

生活機能向上連
携加算

１月につき
＋２００単位

※ただし、個別機
能訓練加算を算
定している場合

は、１月につき＋１
００単位

（４）　介護職員処遇改善加算（Ⅳ）
　　（1月につき　＋（３）の９０／１００）

共生型通所介護
を行う場
合

指定生活介護事
業所が行う場合

×９３/１００

指定自立訓練事
業所が行う場合

×９５/１００

指定児童発達支
援事業所が行う

場合
×９０/１００

指定放課後等デ
イサービス事業所

が行う場合
×９０/１００

生活相談員配置
等加算

１日につき
＋１３単位

（２）　サービス提供体制強化加算（Ⅰ）ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１回につき　１２単位を加算）

（３）　サービス提供体制強化加算（Ⅱ）
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（１回につき　６単位を加算）

（５）　７時間以上８時間未満

（６）　８時間以上９時間未満

（１）　３時間以上４時間未満

×７０/１００（２）　４時間以上５時間未満

（３）　５時間以上６時間未満

９時間以上10時間未満の場合

＋５０単位

10時間以上11時間未満の場合

＋100単位

11時間以上12時間未満の場合

＋１５０単位

12時間以上13時間未満の場合

＋２００単位

13時間以上14時間未満の場合

＋２５０単位

（４）　６時間以上７時間未満

＋５／１００

ハ
　
大
規
模
型
通
所
介
護
費

（
Ⅱ

）

（４）　６時間以上７時間未満

（５）　７時間以上８時間未満

（６）　８時間以上９時間未満

×７０/１００ ×７０/１００

×７０/１００

（３）　５時間以上６時間未満

９時間以上10時間未満の場合

＋５０単位

10時間以上11時間未満の場合

＋100単位

11時間以上12時間未満の場合

＋１５０単位

12時間以上13時間未満の場合

＋２００単位

13時間以上14時間未満の場合

＋２５０単位

（５）　７時間以上８時間未満

（４）　６時間以上７時間未満

（６）　８時間以上９時間未満

イ
　
通
常
規
模
型
通
所
介
護
費

ロ
　
大
規
模
型
通
所
介
護
費

（
Ⅰ

）

ホ　介護職員処遇
　改善加算

（１）　介護職員処遇改善加算（Ⅰ）
　　（1月につき　＋所定単位×５９／１０００）

注
所定単位は、イからニまでにより算定した単位数の合計

（２）　介護職員処遇改善加算（Ⅱ）
　　（1月につき　＋所定単位×４３／１０００）

（３）　介護職員処遇改善加算（Ⅲ）
　　（1月につき　＋所定単位×２３／１０００）

（５）　介護職員処遇改善加算（Ⅴ）
　　（1月につき　＋（３）の８０／１００）

ニ　サービス提供体
制
　強化加算

（１）　サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１回につき　１８単位を加算）

（２）　４時間以上５時間未満

（３）　５時間以上６時間未満

９時間以上10時間未満の場合

＋５０単位

10時間以上11時間未満の場合

＋100単位

11時間以上12時間未満の場合

＋１５０単位

12時間以上13時間未満の場合

＋２００単位

13時間以上14時間未満の場合

＋２５０単位

（１）　３時間以上４時間未満

×７０/１００（２）　４時間以上５時間未満

１日につき
＋５０単位

１日につき
＋４５単位

（１）　３時間以上４時間未満

基本部分

注

２時間以上３時
間未満の通所介
護を行う場合

８時間以上９時
間未満の通所
介護の前後に
日常生活上の
世話を行う場合

中山間地域等に
居住する者への
サービス提供加
算

入浴介助を行っ
た場合

中重度者ケア体
制加算

介護　４13

c0096559
テキストボックス
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注 注 注 注 注 注 注

個別機能訓練加
算（Ⅰ）

個別機能訓練加
算（Ⅱ）

ADL維持等
加算（Ⅰ）

ADL維持等
加算（Ⅱ）

１回につき
＋５単位

（６月に１回を
限度）

１回につき
＋１５０単位
（月２回を

限度）

認知加算 若年性認知症利
用者受入加算

栄養改善加算

１日につき
＋３単位

１日につき
＋６単位

１回につき
＋１５０単位
（月２回を

限度）

１日につき
－94単位

片道につき
ー４７単位

１日につき
＋４６単位

１日につき
＋５６単位

１日につき
＋６０単位

１日につき
＋６０単位

口腔機能向上加
算

事業所と同一建
物に居住する者
又は同一建物か
ら利用する者に
通所介護を行う
場合

事業所が送
迎を行わない
場合

栄養スクリーニン
グ加算

注 注

介護　４14

c0096559
テキストボックス
14



２－２　地域密着型通所介護費
注 注 注 注 注 注 注 注

利用者の数が
利用定員を超
える場合

又
は

看護・介護
職員の員数
が基準に満
たない場合

要介護１ （ 407 単位）

要介護２ （ 466 単位）

要介護３ （ 527 単位）

要介護４ （ 586 単位）

要介護５ （ 647 単位）

要介護１ （ 426 単位）

要介護２ （ 488 単位）

要介護３ （ 552 単位）

要介護４ （ 614 単位）

要介護５ （ 678 単位）

要介護１ （ 641 単位）

要介護２ （ 757 単位）

要介護３ （ 874 単位）

要介護４ （ 990 単位）

要介護５ （ 1,107 単位）

要介護１ （ 662 単位）

要介護２ （ 782 単位）

要介護３ （ 903 単位）

要介護４ （ 1,023 単位）

要介護５ （ 1,144 単位）

要介護１ （ 735 単位）

要介護２ （ 868 単位）

要介護３ （ 1,006 単位）

要介護４ （ 1,144 単位）

要介護５ （ 1,281 単位）

要介護１ （ 764 単位）

要介護２ （ 903 単位）

要介護３ （ 1,046 単位）

要介護４ （ 1,190 単位）

要介護５ （ 1,332 単位）

　：　「中山間地域等に居住する者へのサービス提供加算」、「サービス提供体制強化加算」及び「介護職員処遇改善加算」は、支給限度額管理の対象外の算定項目

基本部分

注 注

２時間以上
３時間未満
の通所介護
を行う場合

８時間以上９時
間未満の通所
介護の前後に
日常生活上の
世話を行う場合

中山間地域
等に居住す
る者への
サービス提
供加算

入浴介助を
行った場合

中重度者ケ
ア体制加算

共生型地域密
着型通所介護
を行う場合

生活相談員
配置等加算

（２）　４時間以上５時間未満

（３）　５時間以上６時間未満

（１）　３時間以上４時間未満

（１）　３時間以上６時間未満
　　　　　　　　　　　　　　　　　（１，００７単位）

×７０/１００ ×７０/１００

×７０/１００

（２）　６時間以上８時間未満
　　　　　　　　　　　　　　　　　（１，５１１単位）

９時間以上10時間未満の場合
＋５０単位

10時間以上11時間未満の場合
＋100単位

11時間以上12時間未満の場合
＋１５０単位

12時間以上13時間未満の場合
＋２００単位

13時間以上14時間未満の場合
＋２５０単位

指定生活介護事
業所が行う場合

×９３/１００

指定自立訓練事
業所が行う場合

×９５/１００

指定児童発達支
援事業所が行う

場合
×９０/１００

指定放課後等デ
イサービス事業所

が行う場合
×９０/１００

１日につき
＋１３単位

（５）　７時間以上８時間未満

（４）　６時間以上７時間未満

（６）　８時間以上９時間未満

イ
　
地
域
密
着
型
通
所
介
護
費

ニ　介護職員処遇
改善加算

（１）　介護職員処遇改善加算（Ⅰ）
　　（1月につき　＋所定単位×５９／１０００）

注
所定単位は、イからハまでにより算定した単位数の合計

（２）　介護職員処遇改善加算（Ⅱ）
　　（1月につき　＋所定単位×４３／１０００）

（３）　介護職員処遇改善加算（Ⅲ）
　　（1月につき　＋所定単位×２３／１０００）

（５）　介護職員処遇改善加算（Ⅴ）
　　（1月につき　＋（３）の８０／１００）

（１）　サービス提供体制強化加算（Ⅰ）イ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１回につき　１８単位を加算）

（４）　介護職員処遇改善加算（Ⅳ）
　　（1月につき　＋（３）の９０／１００）

（２）　サービス提供体制強化加算（Ⅰ）ロ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１回につき　１２単位を加算）

（３）　サービス提供体制強化加算（Ⅱ）
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　（１回につき　６単位を加算）

（４）　サービス提供体制強化加算（Ⅲ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１回につき　６単位を加算）

ハ　サービス提供体
制
強化加算

生活機能向
上連携加算

＋５／１００

ロ
　
療
養
型
通
所
介
護

１日につき
＋５０単位

１日につき
＋４５単位

１月につき
＋２００単位

※ただし、個別
機

能訓練加算を
算

定している場合
は、１月につき

＋１
００単位

介護　４15
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テキストボックス
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注 注 注 注 注 注 注 注 注

個別機能訓
練加算（Ⅰ）

個別機能訓
練加算（Ⅱ）

ADL維持等
加算（Ⅰ）

ADL維持等
加算（Ⅱ）

事業所と同一
建物に居住す
る者又は同一
建物から利用
する者に地域
密着型通所介
護を行う場合

事業所が送
迎を行わな
い
場合

栄養スク
リーニング
加算

注 注

１日につき
－94単位

片道につき
ー４７単位

１回につき
＋１５０単位
（月２回を

限度）

１回につき
＋１５０単位
（月２回を

限度）

個別送迎体
制強化加算

入浴介助体
制強化加算

１回につき
＋５単位

（６月に１回を
限度）

認知加算 若年性認知
症利用者受
入加算

栄養改善加
算

１日につき
＋５６単位

１日につき
＋３単位

口腔機能向
上加算

１日につき
＋２１０単位

１日につき
＋６０単位

１日につき
＋６０単位１日につき

＋６０単位
１日につき
＋６単位

１日につき
＋４６単位

介護　４16

c0096559
テキストボックス
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施
設

等
の

区
分

職
員

の
欠

員
に

よ
る

減
算

の
状

況
１

　
な

し
　

２
　

看
護

職
員

　
３

　
介

護
職

員
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

時
間

延
長

サ
ー

ビ
ス

体
制

１
　

対
応

不
可

　
２

　
対

応
可

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
生

活
介

護
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
自

立
訓

練
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
児

童
発

達
支

援
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

生
活

相
談

員
配

置
等

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

入
浴

介
助

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

中
重

度
者

ケ
ア

体
制

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

生
活

機
能

向
上

連
携

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

個
別

機
能

訓
練

体
制

Ⅰ
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

個
別

機
能

訓
練

体
制

Ⅱ
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

A
D
L
維

持
等

加
算

〔
申

出
〕

の
有

無
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

A
D
L
維

持
等

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

認
知

症
加

算
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

若
年

性
認

知
症

利
用

者
受

入
加

算
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

栄
養

改
善

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

口
腔

機
能

向
上

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

強
化

加
算

介
護

職
員

処
遇

改
善

加
算

備
考

1
5

通
所

介
護

１
　

な
し

　
６

　
加

算
Ⅰ

　
　

５
　

加
算

Ⅱ
　

　
２

　
加

算
Ⅲ

　
３

　
加

算
Ⅳ

４
　

加
算

Ⅴ

（
別

紙
１

）

介
 護

 給
 付

 費
 算

 定
 に

 係
 る

 体
 制

 等
 状

 況
 一

 覧
 表

（
通

所
介

護
）

提
供

サ
ー

ビ
ス

そ
　

 　
　

の
　

 　
　

他
　

　
 　

該
　

　
 　

当
　

　
 　

す
 　

　
　

る
 　

　
　

体
 　

　
　

制
 　

　
　

等
割

 引

事
 業

 所
 番

 号

４
 「

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

強
化

加
算

」
に

つ
い

て
は

、
「

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

強
化

加
算

に
関

す
る

届
出

書
」

（
別

紙
1
2
－

４
）

を
添

付
し

て
く

だ
さ

い
。

５
 「

時
間

延
長

サ
ー

ビ
ス

体
制

」
に

つ
い

て
は

、
実

際
に

利
用

者
に

対
し

て
延

長
サ

ー
ビ

ス
を

行
う

こ
と

が
可

能
な

場
合

に
記

載
し

て
く

だ
さ

い
。

４
　

通
常

規
模

型
事

業
所

６
　

大
規

模
型

事
業

所
（

Ⅰ
）

７
　

大
規

模
型

事
業

所
（

Ⅱ
）

１
　

な
し

　
５

　
加

算
Ⅰ

イ
　

２
　

加
算

Ⅰ
ロ

　
３

　
加

算
Ⅱ

　

１
　

人
員

配
置

に
係

る
加

算
の

届
出

に
つ

い
て

は
、

勤
務

体
制

が
わ

か
る

書
類

（
「

従
業

者
の

勤
務

の
体

制
及

び
勤

務
形

態
一

覧
表

」
（

参
考

様
式

）
又

は
こ

れ
に

準
じ

た
勤

務
割

表
等

）
を

添
付

し
て

く
だ

さ
い

。

２
 「

割
引

｣を
｢あ

り
｣と

記
載

す
る

場
合

は
「

指
定

居
宅

サ
ー

ビ
ス

事
業

所
等

に
よ

る
介

護
給

付
費

の
割

引
に

係
る

割
引

率
の

設
定

に
つ

い
て

」
（

別
紙

５
）

を
添

付
し

て
く

だ
さ

い
。

３
 「

個
別

機
能

訓
練

体
制

」
に

つ
い

て
は

、
加

算
Ⅰ

及
び

加
算

Ⅱ
の

ど
ち

ら
も

算
定

す
る

事
業

所
は

、
双

方
を

選
択

し
て

く
だ

さ
い

。
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サ

テ
ラ

イ
ト

事
業

所
名

　
（

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
）

事
 業

 所
 番

 号

施
設

等
の

区
分

職
員

の
欠

員
に

よ
る

減
算

の
状

況

時
間

延
長

サ
ー

ビ
ス

体
制

１
　

対
応

不
可

　
２

　
対

応
可

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
生

活
介

護
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
自

立
訓

練
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
児

童
発

達
支

援
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

生
活

相
談

員
配

置
等

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

入
浴

介
助

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

中
重

度
者

ケ
ア

体
制

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

生
活

機
能

向
上

連
携

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

個
別

機
能

訓
練

体
制

Ⅰ
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

個
別

機
能

訓
練

体
制

Ⅱ
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

A
D
L
維

持
等

加
算

〔
申

出
〕

の
有

無
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

A
D
L
維

持
等

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

認
知

症
加

算
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

若
年

性
認

知
症

利
用

者
受

入
加

算
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

栄
養

改
善

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

口
腔

機
能

向
上

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

備
考

　
１

　
こ

の
表

は
、

事
業

所
所

在
地

以
外

の
場

所
で

一
部

事
業

を
実

施
す

る
出

張
所

等
が

あ
る

場
合

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
複

数
出

張
所

等
を

有
す

る
場

合
は

出
張

所
ご

と
に

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

（
別

紙
１

）

介
 護

 給
 付

 費
 算

 定
 に

 係
 る

 体
 制

 等
 状

 況
 一

 覧
 表

（
通

所
介

護
）

（
主

た
る

事
業

所
の

所
在

地
以

外
の

場
所

で
一

部
実

施
す

る
場

合
の

出
張

所
等

の
状

況
）

1
5

通
所

介
護

４
　

通
常

規
模

型
事

業
所

６
　

大
規

模
型

事
業

所
（

Ⅰ
）

７
　

大
規

模
型

事
業

所
（

Ⅱ
）

提
供

サ
ー

ビ
ス

そ
　

 　
　

の
　

 　
　

他
　

　
 　

該
　

　
 　

当
　

　
 　

す
 　

　
　

る
 　

　
　

体
 　

　
　

制
 　

　
　

等

１
　

な
し

　
２

　
看

護
職

員
　

３
　

介
護

職
員
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（
別

紙
１

－
３

）

事
 業

 所
 番

 号

施
設

等
の

区
分

人
員

配
置

区
分

地
域

区
分

職
員

の
欠

員
に

よ
る

減
算

の
状

況
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

時
間

延
長

サ
ー

ビ
ス

体
制

１
　

対
応

不
可

　
２

　
対

応
可

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
生

活
介

護
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
自

立
訓

練
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
児

童
発

達
支

援
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

生
活

相
談

員
配

置
等

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

入
浴

介
助

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

中
重

度
者

ケ
ア

体
制

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

生
活

機
能

向
上

連
携

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

個
別

機
能

訓
練

体
制

Ⅰ
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

個
別

機
能

訓
練

体
制

Ⅱ
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

A
D
L
維

持
等

加
算

〔
申

出
〕

の
有

無
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

A
D
L
維

持
等

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

認
知

症
加

算
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

若
年

性
認

知
症

利
用

者
受

入
加

算
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

栄
養

改
善

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

口
腔

機
能

向
上

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

個
別

送
迎

体
制

強
化

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

入
浴

介
助

体
制

強
化

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

強
化

加
算

１
　

な
し

　
２

　
加

算
Ⅰ

イ
　

３
　

加
算

Ⅰ
ロ

　
４

　
加

算
Ⅱ

　
５

　
加

算
Ⅲ

介
護

職
員

処
遇

改
善

加
算

7
8

地
域

密
着

型
通

所
介

護
１

　
地

域
密

着
型

通
所

介
護

事
業

所
２

　
療

養
通

所
介

護
事

業
所

１
　

な
し

　
２

　
看

護
職

員
　

３
　

介
護

職
員

１
　

な
し

　
６

　
加

算
Ⅰ

　
５

　
加

算
Ⅱ

　
２

　
加

算
Ⅲ

　
３

　
加

算
Ⅳ

　
４

　
加

算
Ⅴ

介
 護

 給
 付

 費
 算

 定
 に

 係
 る

 体
 制

 等
 状

 況
 一

 覧
 表

 （
地

域
密

着
型

通
所

介
護

）

提
供

サ
ー

ビ
ス

そ
　

 　
　

の
　

 　
　

他
　

　
 　

該
　

　
 　

当
　

　
 　

す
 　

　
　

る
 　

　
　

体
 　

　
　

制
 　

　
　

等
割

 引

各
サ

ー
ビ

ス
共

通
１

　
１

級
地

　
　

６
　

２
級

地
　

　
７

　
３

級
地

　
　

２
　

４
級

地
　

　
３

　
５

級
地

４
　

６
級

地
　

　
９

　
７

級
地

　
　

５
　

そ
の

他
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（
別

紙
１

－
３

）
　

サ
テ

ラ
イ

ト
事

業
所

名
　

（
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

）

事
 業

 所
 番

 号

施
設

等
の

区
分

人
員

配
置

区
分

そ
　

 　
　

の
　

 　
　

他
　

　
 　

該
　

　
 　

当
　

　
 　

す
 　

　
　

る
 　

　
　

体
 　

　
　

制
 　

　
　

等

地
域

区
分

職
員

の
欠

員
に

よ
る

減
算

の
状

況
１

　
な

し
　

２
　

看
護

職
員

　
３

　
介

護
職

員

時
間

延
長

サ
ー

ビ
ス

体
制

１
　

対
応

不
可

　
２

　
対

応
可

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
生

活
介

護
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
自

立
訓

練
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
児

童
発

達
支

援
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

共
生

型
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

（
放

課
後

等
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

）
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

生
活

相
談

員
配

置
等

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

入
浴

介
助

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

中
重

度
者

ケ
ア

体
制

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

生
活

機
能

向
上

連
携

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

個
別

機
能

訓
練

体
制

Ⅰ
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

個
別

機
能

訓
練

体
制

Ⅱ
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

A
D
L
維

持
等

加
算

〔
申

出
〕

の
有

無
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

A
D
L
維

持
等

加
算

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

認
知

症
加

算
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

若
年

性
認

知
症

利
用

者
受

入
加

算
１

　
な

し
　

２
　

あ
り

栄
養

改
善

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

口
腔

機
能

向
上

体
制

１
　

な
し

　
２

　
あ

り

備
考

　
１

　
こ

の
表

は
、

事
業

所
所

在
地

以
外

の
場

所
で

一
部

事
業

を
実

施
す

る
出

張
所

等
が

あ
る

場
合

に
つ

い
て

記
載

す
る

こ
と

と
し

、
複

数
出

張
所

等
を

有
す

る
場

合
は

出
張

所
ご

と
に

提
出

し
て

く
だ

さ
い

。

提
供

サ
ー

ビ
ス

各
サ

ー
ビ

ス
共

通
１

　
１

級
地

　
　

６
　

２
級

地
　

　
７

　
３

級
地

　
　

２
　

４
級

地
　

　
３

　
５

級
地

４
　

６
級

地
　

　
９

　
７

級
地

　
　

５
　

そ
の

他

7
8

地
域

密
着

型
通

所
介

護
１

　
地

域
密

着
型

通
所

介
護

事
所

（
主

た
る

事
業

所
の

所
在

地
以

外
の

場
所

で
一

部
実

施
す

る
場

合
の

出
張

所
等

の
状

況
）

介
 護

 給
 付

 費
 算

 定
 に

 係
 る

 体
 制

 等
 状

 況
 一

 覧
 表

 （
地

域
密

着
型

通
所

介
護

）
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６ 基準省令に関する通知（案） 

 

 

指定居宅サービス等及び指定介護予防サービス等に関

する基準について 
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別
添

 

1 

新
 

旧
 

六
 

通
所
介

護
 

１
 
（

略
）
 

２
 
設

備
に

関
す
る
基
準
（
居

宅
基
準
第
9
5
条
）
 

（
１

）
 
（

略
）
 

（
２

）
 
食

堂
及
び

機
能
訓
練
室
 

指
定
通

所
介
護

事
業
所
の
食
堂

及
び
機
能

訓
練
室
（
以
下
「

指
定
通

所
介
護
の

機
能
訓
練

室
等
」
と
い
う
。
）

に
つ

い
て
は
、
３
平
方
メ
ー
ト

ル
に
利
用

定
員
を
乗

じ
て
得
た

面
積
以
上

と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が
、
指
定

通
所

介
護
が
原
則
と
し
て
同
時

に
複
数
の

利
用
者
に

対
し
介
護

を
提
供
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
狭

隘
な

部
屋
を
多
数
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り

面
積
を
確

保
す
べ
き

で
は
な
い

も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
指
定
通

所
介

護
の
単
位
を
さ
ら
に
グ
ル

ー
プ
分
け

し
て
効
果

的
な
指
定

通
所
介
護

の
提
供
が
期
待
さ
れ
る
場
合
は
こ

の
限

り
で
は
な
い
。
 

        

（
３

）
 
（

略
）
 

（
４

）
 
設

備
に
係
る
共
用
 

指
定

通
所
介
護
事
業
所
と
指
定
居

宅
サ
ー

ビ
ス
事
業

所
等
を
併

設
し
て
い

る
場
合
に
、
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
提
供

に
支

障
が
な
い
場
合
は
、
設

備
基
準
上
両

方
の
サ
ー

ビ
ス
に
規

定
が
あ

る
も
の
（
指
定

訪
問
介
護
事
業

所
の
場

合
は

事
務
室
）

は
共
用

が
可
能
で

あ
る
。

ま
た
、
玄

関
、
廊
下

、
階
段
、

送
迎
車
両

な
ど
、
基
準
上
は

規
定
が

な
い

が
、
設
置
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
も

、
利
用
者

へ
の
サ
ー

ビ
ス
提

供
に
支
障

が
な
い
場
合
は
、
共

用
が
可

能
で

あ
る
。
 

な
お

、
設
備
を
共
用
す
る
場
合
、

居
宅
基

準
第

1
0
4
条
第
２
項

に
お
い
て

、
指
定
通
所
介
護
事
業
者
は
、
事

業
所
に

お
い

て
感
染
症
が
発
生
し
、

又
は
ま
ん
延

し
な
い
よ

う
に
必
要

な
措
置

を
講
じ
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と

定
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
衛

生
管
理
等

に
一
層
努

め
る
こ

と
。
 

（
５

）
 
（

略
）
 

３
 
運

営
に

関
す
る
基
準
 

（
１

）
～
（

３
）
 

（
略
）
 

（
４

）
 
運

営
規
程
 

居
宅

基
準
第

1
0
0
条
は

、
指
定

通
所
介
護

の
事
業

の
適
正
な

運
営
及
び

利
用
者
に

対
す
る
適

切
な
指
定
通
所

介
護

の
提
供
を
確
保
す

る
た
め

、
同
条
第

１
号
か
ら

第
10

号
ま
で
に

掲
げ
る
事

項
を
内
容

と
す
る
規
程
を
定
め

六
 
通
所
介
護
 

１
 

（
略
）
 

２
 

設
備
に
関
す
る
基
準
（
居
宅
基
準
第

9
5
条
）
 

（
１
）
 
（
略
）
 

（
２
）
 
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
 

①
 

指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
食
堂
及
び
機
能
訓
練
室
（
以
下
「
指
定
通
所
介
護
の
機
能
訓
練
室
等

」
と

い
う
。
）

に
つ
い
て
は
、
３
平
方
メ
ー
ト
ル
に
利
用
定
員
を
乗
じ
て
得
た
面
積
以
上
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
が

、
指
定

通
所
介
護
が
原
則
と
し
て
同
時
に
複
数
の
利
用
者
に
対
し
介
護
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑

み
、
狭

隘
な
部
屋
を
多
数
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
面
積
を
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

指
定
通

所
介
護
の
単
位
を
さ
ら
に
グ
ル
ー
プ
分
け
し
て
効
果
的
な
指
定
通
所
介
護
の
提
供
が
期
待
さ
れ
る
場

合
は
こ

の
限
り
で
は
な
い
。
 

②
 

指
定
通
所
介
護
の
機
能
訓
練
室
等
と
、
指
定
通
所
介
護
事
業
所
と
併
設
の
関
係
に
あ
る
医
療
機

関
や
介

護

老
人
保
健
施
設
に
お
け
る
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は

、
以
下

の
条
件
に
適
合
す
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
が
同
一
の
部
屋
等
で
あ
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
と
す
る

。
 

イ
 
当
該
部
屋
等
に
お
い
て
、
指
定
通
所
介
護
の
機
能
訓
練
室
等
と
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行

う
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
 

ロ
 
指
定
通
所
介
護
の
機
能
訓
練
室
等
と
し
て
使
用
さ
れ
る
区
分
が
、
指
定
通
所
介
護
の
設
備
基
準

を
満
た

し
、
か
つ
、
指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
る

区
分

が
、

指
定
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
備
基
準
を
満
た
す
こ
と
。
 

（
３
）
 
（
略
）
 

         

（
４
）

 
（
略

）
 

３
 

運
営
に
関
す
る
基
準
 

（
１
）
～
（
３
）
 
（
略
）
 

（
４
）

 
運
営
規
程
 

居
宅
基
準
第

1
0
0
条
は
、
指
定
通
所
介
護
の
事
業
の
適
正
な
運
営
及
び
利
用
者
に
対
す
る
適
切

な
指

定
通
所

介
護
の
提
供
を
確
保
す
る
た
め
、
同
条
第
１
号
か
ら
第

10
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
を
内
容
と
す
る

規
程
を

定
め

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
（
平
成

1
1
年
９
月

1
7
日
老
企
発
第

2
5
号
厚
生
労
働
省
企
画
課
長
通
知
）
 

 
 

傍
線
の
部

分
は

改
正

部
分
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2 
 

新
 

旧
 

る
こ

と
を
指
定
通
所
介

護
事
業

所
ご
と
に

義
務
づ

け
た
も
の

で
あ
る
が

、
特
に
次

の
点
に
留

意
す
る
も
の
と
す

る
。
 

①
 
営

業
日

及
び
営
業
時
間
（

第
３
号
）
 

指
定
通

所
介
護

の
営
業
日
及
び

営
業
時
間

を
記
載

す
る
こ
と

。
 

な
お
、

８
時
間
以
上
９
時
間
未

満
の
通
所

介
護
の
前

後
に
連
続

し
て
延
長

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
指
定
通
所
介

護
事

業
所
に
あ
っ
て
は
、
サ
ー

ビ
ス
提
供

時
間
と
は

別
に
当
該

延
長
サ
ー

ビ
ス
を
行
う
時
間
を
運
営
規
程
に

明
記

す
る
こ
と

（
居
宅
基
準
第

1
1
7
条
第
３

号
に
つ
い
て
も
同
趣

旨
）
。
 

例
え
ば

、
提
供

時
間
帯

（
９
時
間

）
の
前

に
連
続
し

て
１
時
間

、
後
に
連

続
し
て
２
時
間
、
合
計
３
時
間

の
延

長
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
指
定

通
所
介
護

事
業
所
に

あ
っ
て
は

、
当
該
指

定
通
所
介
護
事
業
所
の
営
業
時
間

は
1
2
時

間
で
あ
る
が
、
運
営
規

程
に
は

、
提
供

時
間
帯
９

時
間
、
延

長
サ
ー

ビ
ス
を
行

う
時
間
３
時
間
と
そ

れ
ぞ

れ
記
載
す
る
も
の
と
す
る

こ
と

（
居

宅
基
準
第

1
17

条
第
３
号
の
「

営
業
日
及
び
営
業
時
間
」
に
つ
い

て
も

同
趣
旨

）
。
 

②
～
⑤

 
（
略
）
 

（
５

）
～
（

８
）
（
略
）
 

（
９

）
 
準

用
 

居
宅

基
準
第

1
0
5
条

の
規
定
に
よ
り
、
居

宅
基
準
第

８
条
か
ら

第
1
7
条

ま
で
、
第

1
9
条
、
第

21
条
、
第

2
6

条
、
第

2
7
条
、
第

3
2
条
か
ら
第

3
4
条
ま
で

、
第

3
5
条
か

ら
第

3
6
条

の
２
ま
で

、
第

3
8
条

及
び
第

52
条
は
、

指
定
通

所
介

護
の
事
業
に
つ
い
て
準

用
さ
れ
る
も

の
で
あ
る

た
め
、
第

３
の
一

の
３
の
(
１
)
か

ら
(７

)
ま
で
、

(
９
)
、

(
1
1)
、

(
1
4)
、

(
1
5)
、

(
2
1
)
か
ら
(
2
4
)及

び
(
2
6)
並
び

に
第
３
の

二
の
３
の
(４

)
を
参

照
さ
れ
た
い
。
 

４
 
共

生
型

通
所
介
護
に
関
す
る
基

準
 

共
生
型

通
所
介

護
は
、
指
定
障

害
福
祉
サ

ー
ビ
ス

等
基
準
第

7
8
条
第

１
項
に
規

定
す
る
指

定
生
活
介
護
事
業
者
、

指
定

障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第

1
56

条
第
１
項

に
規
定
す

る
指
定
自

立
訓
練
（
機
能
訓

練
）
事
業
者
、
指
定

障
害

福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
基
準
第

1
6
6
条
第
１

項
に
規
定
す
る
指
定

自
立
訓
練
（
生

活
訓
練
）

事
業
者
、
児
童
福
祉

法
に

基
づ
く

指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の

人
員
、
設
備
及
び

運
営
に
関

す
る
基

準
（
平
成

2
4
年

厚
生
労
働
省
令
第

1
5
号

。
以
下
「

指
定
通
所
支
援

基
準
」

と
い
う
。

）
第
５
条

第
１
項
に

規
定
す
る
指
定
児
童

発
達
支
援
事
業
者
又

は
指

定
通
所

支
援
基
準
第

66
条
第

１
項
に

規
定
す
る
指
定
放
課

後
等
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
事

業
者
が
、
要
介
護
者
に
対

し
て

提
供
す

る
指
定
通
所
介
護
を
い
う
も

の
で
あ

り
、
共
生

型
通
所
介

護
事
業
所

が
満
た
す

べ
き
基
準
は
、
次
の

と
お

り
で
あ

る
こ
と
。
 

（
１

）
 
従

業
者
の
員
数
及
び
管
理
者
（

居
宅
基
準

第
10
5
条
の
２
第

１
号
、

居
宅
基
準

第
1
05

条
の
３

）
 

①
 
従

業
者
 

指
定
障

害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
基

準
第

7
8
条

第
１
項

に
規
定
す

る
指
定
生

活
介
護
事
業
所
、
指
定
障
害
福
祉

サ
ー

ビ
ス
等
基
準
第

1
5
6
条
第
１

項
に
規
定

す
る
指
定
自
立
訓
練
（
機
能
訓
練
）

事
業
所
、

指
定
障
害
福
祉

サ
ー

ビ
ス
等
基
準
第

1
6
6
条
第
１

項
に
規
定

す
る
指
定
自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）

事
業
所
、

指
定
通
所
支
援

基
準

第
５
条
第
１
項
に
規
定
す

る
指
定
児

童
発
達
支

援
事
業
所

又
は
指
定

通
所
支
援
基
準
第

6
6
条
第
１
項
に

規
定

す
る
指
定
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス

事
業
所
（

以
下
こ

の
４
に
お

い
て
「
指

定
生
活
介

護
事
業
所
等
」

る
こ
と
を
指
定
通
所
介
護
事
業
所
ご
と
に
義
務
づ
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
次
の
点
に
留
意
す
る

も
の
と

す

る
。
 

①
 

営
業
日
及
び
営
業
時
間
（

第
３
号
）
 

指
定
通
所
介
護
の
営
業
日
及
び
営
業
時
間
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

な
お
、

７
時
間

以
上
９
時
間
未
満
の
通
所
介
護
の
前
後
に
連
続
し
て
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
指

定
通

所
介

護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
と
は
別
に
当

該
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
時
間
を

運
営

規
程
に

明
記
す
る
こ
と

（
居
宅
基
準
第

1
1
7
条
第
３
号
に
つ
い
て
も
同
趣
旨
）

。
 

例
え
ば
、
提
供
時
間
帯

（
９
時
間

）
の
前
に
連
続
し
て
１
時
間
、
後
に
連
続
し
て
２
時
間
、

合
計
３

時
間

の
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
あ
っ
て
は
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
の
営

業
時
間

は
1
2
時
間
で
あ
る
が
、
運
営
規
程
に
は
、
提
供
時
間
帯
９
時
間
、
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
時

間
３

時
間
と

そ

れ
ぞ
れ
記
載
す
る
も
の
と
す
る
こ
と

（
居
宅
基
準
第

1
17

条
第
３
号
の
「
営
業
日
及
び
営
業
時

間
」

に
つ
い

て
も
同
趣
旨

）
。
 

②
～
⑤

 
（
略
）
 

（
５
）
～
（
８
）
（
略
）
 

（
９
）

 
準
用
 

居
宅
基
準
第

1
0
5
条
の
規
定
に
よ
り
、
居
宅
基
準
第
８
条
か
ら
第

1
7
条
ま
で
、
第

1
9
条
、
第

21
条
、
第

2
6

条
、
第

2
7
条
、
第

3
2
条
か
ら
第

3
4
条
か
ら
第

3
6
条
の
２
ま
で
、
第

3
8
条
及
び
第

5
2
条
は
、
指

定
通
所

介

護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
第
３
の
一
の
３
の

(
１
)
か
ら
(７

)
ま
で
、
(
９
)、

(
11
)
、

(
1
4
)
、
(
1
5)
、
(
2
1)
か
ら
(2
4
)
及
び

(
2
6)
並
び
に
第
３
の
二
の
３
の

(４
)
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

                

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
（
平
成

1
1
年
９
月

1
7
日
老
企
発
第

2
5
号
厚
生
労
働
省
企
画
課
長
通
知
）
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旧
 

と
い

う
。
）

の
従
業
者
の
員
数
が

、
共
生
型

通
所
介
護
を
受
け
る

利
用
者
（
要
介
護
者
）

の
数
を
含
め
て
当

該
指

定
生
活
介
護
事
業
所
等
の

利
用
者
の

数
と
し
た

場
合
に
、

当
該
指
定

生
活
介
護
事
業
所
等
と
し
て
必
要

と
さ

れ
る
数
以
上
で
あ
る
こ
と

。
 

こ
の
場

合
に
お

い
て
、
指
定
生

活
介
護
事

業
所
の

従
業
者
に

つ
い
て
は

、
前
年
度

の
利
用
者
の
平
均
障
害

支
援

区
分
に
基
づ
き
、
必
要
数

を
配
置
す

る
こ
と
に

な
っ
て
い

る
が
、
そ

の
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
共
生
型

通
所

介
護
を
受
け
る
利
用
者
（
要

介
護
者
）

は
障
害

支
援
区
分

５
と
み
な

し
て
計
算
す
る
こ
と
。
 

②
 
管

理
者
 

指
定
通

所
介
護

の
場
合
と
同
趣

旨
で
あ
る

た
め
、

第
３
の
六

の
１
の
（

４
）
を

参
照
さ
れ

た
い
。
な
お
、

共
生

型
通
所
介
護
事
業
所
の
管

理
者
と
指

定
生
活
介

護
事
業
所

等
の
管
理

者
を
兼
務
す
る
こ
と
は
差
し
支
え

な
い

こ
と
。
 

（
２

）
 
設

備
に
関
す
る
基
準

 
 

指
定

生
活
介
護
事
業
所
等
と
し
て

満
た
す

べ
き
設
備

基
準
を
満

た
し
て
い

れ
ば
足
り
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

た
だ
し

、
指

定
児
童
発
達
支
援
事
業

所
又
は
指
定

放
課
後
等

デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事

業
所
の
場

合
は
、
必
要
な
設
備

等
に
つ

い
て

要
介
護
者
が
使
用
す
る

も
の
に
適
し

た
も
の
と

す
る
よ
う

配
慮
す

る
こ
と
。
 

な
お

、
当
該
設
備
に
つ
い
て
は
、

共
生
型

サ
ー
ビ
ス

は
要
介
護

者
、
障
害

者
及
び
障
害
児
に
同
じ
場
所
で
同

時
に
提

供
す

る
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
こ
と
か
ら

、
要
介
護

者
、
障
害

者
又
は

障
害
児
が

そ
れ
ぞ
れ
利
用
す
る

設
備
を

区
切

る
壁
、
家
具
、
カ
ー
テ

ン
や
パ
ー
テ

ィ
シ
ョ
ン

等
の
仕
切

り
は
、

不
要
で
あ

る
こ
と
。
 

（
３

）
 
指

定
通
所
介
護
事
業
所
そ
の
他

の
関
係
施

設
か
ら
、

指
定
生
活

介
護
事
業
所
等
が
要

介
護
高
齢
者
の
支

援
を

行
う
上

で
、
必
要
な
技
術
的

支
援
を
受

け
て
い
る
こ
と
。
（
居
宅

基
準
第

1
0
5
条
の
２
第
２
号

）
 

（
４

）
 
運

営
等
に
関
す
る
基
準

（
居
宅
基

準
第

1
0
5
条
の

３
）
 

居
宅

基
準
第

1
0
5
条

の
３
の
規
定
に

よ
り
、
居
宅

基
準
第
８

条
か
ら
第

1
7
条
ま
で
、
第

1
9
条
、
第

2
1
条
、

第
2
6
条

、
第

2
7
条
、

第
32

条
か
ら
第

3
4
条
ま

で
、
第

3
5
条

か
ら
第

36
条

の
２
ま
で

、
第

3
8
条
、
第

5
2

条
、
第

9
2
条

及
び
第

9
5
条
第

４
項
並
び

に
第
４

節
（
第

1
0
5
条
を
除
く
。
）

の
規
定
は

、
共
生
型
通
所
介
護

の
事
業

に
つ

い
て
準
用
さ
れ
る
も
の

で
あ
る
た
め

、
第
３
の

一
の
３
の
（
１
）

か
ら
（
７
）
ま

で
、
（

９
）
、

（
1
1
）

、
（

1
4
）
、
（

1
5）

、
（
2
1
）
か

ら
（

24
）
及
び
（
2
6
）
ま
で

、
第
３
の

二
の
３
の
（

４
）
並
び
に
第

３
の
六

の
１

の
（
４
）

、
２
の

（
４
）
及

び
３
の
（
１
）
か
ら

（
８
）

を
参
照
さ

れ
た
い
こ

と
。
 

こ
の

場
合
に
お
い
て
、
準
用
さ
れ

る
居
宅

基
準
第

1
0
0
条
第

４
号
及
び

第
1
02

条
の
規
定
に
つ
い
て
、
指
定

共
生
型

通
所

介
護
の
利
用
定
員
は
、

共
生
型
通
所

介
護
の
指

定
を
受
け

る
指
定

生
活
介
護

事
業
所
等
に
お
い
て

同
時
に

サ
ー

ビ
ス
提
供
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る

利
用
者
数

の
上
限
を

い
う
も

の
で
あ
る

こ
と
。
つ
ま
り
、
介

護
給
付

の
対

象
と
な
る
利
用
者
（
要
介

護
者
）
と
障
害
給
付
の
対

象
と
な
る
利

用
者
（
障
害

者
）
と
の
合
算
で
、

利
用
定

員
を

定
め
る
こ
と
。
例
え
ば

、
定
員

2
0
人
と
い
う

場
合
、
要

介
護
者

と
障
害
者

と
を
合
わ
せ
て

2
0
人

と
い
う

意
味

で
あ
り
、
利
用
日
に
よ

っ
て
､
要

介
護
者
が

1
0
人

、
障

害
者
が

1
0
人
で
あ

っ
て
も
、
要
介
護
者
が

５
人
、

障
害

者
が

1
5
人

で
あ
っ
て
も
、

差
し
支

え
な
い
こ

と
。
 

（
５

）
 
そ

の
他
の
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
 

訪
問

介
護
と
同
様
で
あ
る
の
で
、

●
を
参

照
さ
れ
た

い
。
 

                                   

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
（
平
成

1
1
年
９
月

1
7
日
老
企
発
第

2
5
号
厚
生
労
働
省
企
画
課
長
通
知
）
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（
６

）
 
そ

の
他
の
留
意
事
項

 

多
様

な
利
用
者
に
対
し
て
、
一
体

的
に
サ

ー
ビ
ス
を

提
供
す
る

取
組
は
、

共
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
リ
ハ
ビ

リ
や
自

立
・

自
己
実
現
に
良
い
効
果

を
生
む
と
い

っ
た
面
が

あ
る
こ
と

を
踏
ま

え
、
共
生

型
サ
ー
ビ
ス
は
、
要

介
護
者

、
障

害
者
及
び
障
害
児
に
同

じ
場
所
で
同

時
に
提
供

す
る
こ
と

を
想
定

し
て
い
る

。
 

こ
の

た
め
、
同
じ
場
所
に
お
い
て

、
サ
ー

ビ
ス
を
時

間
に
よ
っ

て
要
介
護

者
、
障
害
者
及
び
障
害
児
に
分
け

て
提
供

す
る

場
合
（
例

え
ば
、

午
前
中
に

要
介
護

者
に
対
し

て
通
所
介

護
、
午
後

の
放
課
後

の
時
間
に
障
害
児

に
対
し

て
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る

場
合
）
は
、

共
生
型
サ

ー
ビ
ス
と
し
て
は
認

め
ら
れ
な
い
も

の
で
あ

る
。
 

５
 
基

準
該

当
通
所
介
護
に
関
す
る

基
準
 

（
１

）
・
（

２
）
 

（
略
）
 

（
３

）
 
運

営
に
関
す
る
基
準

 

居
宅

基
準
第

1
0
9
条
の
規
定
に
よ
り

、
居
宅
基
準

第
８
条
か

ら
第
1
4条

ま
で
、

第
1
6条

、
第
1
7
条
、
第

1
9条

、

第
2
1
条

、
第
2
6
条
、
第
2
7
条
、
第
3
2
条
か

ら
第

34
条
ま
で
、
第
3
5
条
、
第
3
6
条
（
第
５
項

及
び
第
６
項
を
除
く
。
）、

第
3
6
条

の
２

、
第
38
条

、
第
5
2
条
、
第

92
条
及
び

第
７
章
第

４
節
（
第
9
6
条
第

１
項
及
び

第
1
0
5
条
を
除
く
。
）

の
規
定

は
、

基
準
該
当
通
所
介
護
の

事
業
に
つ
い

て
準
用
さ

れ
る
も
の

で
あ
る

た
め
、
第

３
の
一
の
３
の
(１

)

か
ら
(
５

)ま
で

、
(
７
)
、
(
９
)
、
(
1
1
)、

(
1
4
)、

(
1
5
)、

(
2
1)
か
ら
(
2
4
)及

び
(
26
)
ま

で
、
第
３

の
二
の
３
の

(
４
)

並
び
に

第
３

の
六
の
３
を
参
照
さ
れ

た
い
こ
と
。

こ
の
場
合

に
お
い
て

、
準
用

さ
れ
る
居

宅
基
準
第
9
6
条
第
２

項
の
規

定
は

、
基
準
該
当
通
所
介
護

事
業
者
が
利

用
者
か
ら

受
領
す
る

利
用
料

に
つ
い
て

、
当
該
サ
ー
ビ
ス
が

結
果
的

に
保

険
給
付
の
対
象
と
な
る

場
合
も
な
ら

な
い
場
合

も
、
特
例

居
宅
介

護
サ
ー
ビ

ス
費
又
は
特
例
居
宅

支
援
サ

ー
ビ

ス
費
を
算
定
す
る
た
め

の
基
準
と
な

る
費
用
の

額
（
1
0
0分

の
9
0又

は
1
00
分
の
8
0
を
乗
ず
る
前
の

額
）
と

の
間

に
不
合
理
な
差
額
が
生

じ
る
こ
と
を

禁
ず
る
こ

と
に
よ
り

、
結
果

的
に
保
険

給
付
の
対
象
と
な
る

サ
ー
ビ

ス
の

利
用
料
と
、
保
険
給
付

の
対
象
と
な

ら
な
い
サ

ー
ビ
ス
の

利
用
料

と
の
間
に

、
一
方
の
管
理
経
費

の
他
方

へ
の

転
嫁
等
に
よ
る
不
合
理

な
差
額
を
設

け
る
こ
と

を
禁
止
す

る
趣
旨

で
あ
る
。

な
お
、
当
該
事
業
所

に
よ
る

通
所

介
護
が
複
数
の
市
町
村

に
お
い
て
基

準
該
当
通

所
介
護
と

認
め
ら

れ
る
場
合

に
は
、
利
用
者
の
住

所
地
に

よ
っ

て
利
用
料
が
異
な
る
こ

と
は
認
め
ら

れ
な
い
も

の
で
あ
る

。
 

  

        

４
 

基
準
該
当
通
所
介
護
に
関
す
る
基
準
 

（
１
）
・
（
２
）
 
（
略
）
 

 
(
３
)
 

運
営
に
関
す
る
基
準

 

居
宅
基
準
第

1
0
9
条
の
規
定
に
よ
り
、
居
宅
基
準
第
８
条
か
ら
第

1
4
条
ま
で
、
第

1
6
条
、
第

17
条
、
第

1
9

条
、
第

2
1
条
、
第

2
6
条
、
第

2
7
条
、
第

3
2
条
か
ら
第

3
5
条
ま
で

、
第

3
6
条
（
第
５
項
及
び
第

６
項

を
除

く
。
）
、
第

3
6
条
の
２
、
第

3
8
条
、
第

52
条
、
第

92
条
及
び
第
７
章
第
４
節
（
第

9
6
条
第
１

項
及
び

第
10
5

条
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
基
準
該
当
通
所
介
護
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め

、
第
３

の

一
の
３
の

(１
)
か
ら

(
５

)ま
で
、

(
７
)、

(
９
)、

(
1
1
)、

(
1
4
)
、
(
1
5)
、
(
2
1)
か
ら

(2
4
)
及
び

(
2
6)
ま

で
、

第

３
の
二
の
３
の

(
４
)
並
び
に
第
３
の
六
の
３
を
参
照
さ
れ
た
い
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
準
用

さ
れ
る

居

宅
基
準
第

9
6
条
第
２
項
の
規
定
は
、
基
準
該
当
通
所
介
護
事
業
者
が
利
用
者
か
ら
受
領
す
る
利
用

料
に
つ

い
て
、

当
該
サ
ー
ビ
ス
が
結
果
的
に
保
険
給
付
の
対
象
と
な
る
場
合
も
な
ら
な
い
場
合
も
、
特
例
居
宅
介
護

サ
ー
ビ

ス

費
又
は
特
例
居
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
費
を
算
定
す
る
た
め
の
基
準
と
な
る
費
用
の
額
（

10
0
分
の

9
0
又

は
1
00

分

の
8
0
を
乗
ず
る
前
の
額
）
と
の
間
に
不
合
理
な
差
額
が
生
じ
る
こ
と
を
禁
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
結

果
的
に

保
険

給
付
の
対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

と
、
保
険
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料

と
の
間

に
、

一
方
の
管
理
経
費
の
他
方
へ
の
転
嫁
等
に
よ
る
不
合
理
な
差
額
を
設
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
趣
旨
で

あ
る
。

な

お
、
当
該
事
業
所
に
よ
る
通
所
介
護
が
複
数
の
市
町
村
に
お
い
て
基
準
該
当
通
所
介
護
と
認
め
ら
れ

る
場
合

に

は
、
利
用
者
の
住
所
地
に
よ
っ
て
利
用
料
が
異
な
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
 

 

 

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
及
び
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
す
る
基
準
に
つ
い
て
（
平
成

1
1
年
９
月

1
7
日
老
企
発
第

2
5
号
厚
生
労
働
省
企
画
課
長
通
知
）
 

 
 

傍
線
の
部

分
は

改
正

部
分
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７ 報酬告示に関する通知（案） 

 

指定居宅サービスに要する費用の額の算定に関する基準

（訪問通所サービス、居宅療養管理指導及び福祉用具貸与

に係る部分）及び指定居宅介護支援に要する費用の額の算

定に関する基準の制定に伴う実施上の留意事項について 
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別
添

 

1 

新
 

旧
 

第
２

 
居
宅

サ
ー
ビ
ス
単
位
数
表
（
訪
問
介
護
費

か
ら
通
所

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
費
ま

で
及
び
福

祉
用
具
貸
与
費
に

係
る
部

分
に
限

る
。
）

に
関
す

る
事
項
 

７
 
通

所
介

護
費
 

（
１

）
・
（
２

）
 
（
略
）
 

（
３

）
 
８

時
間
以
上
９
時
間
未

満
の
通

所
介
護
の

前
後
に
連

続
し
て
延

長
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ

た
場
合
の
加
算
の

取
扱
い
 

延
長

加
算
は
、
所
要
時
間
８
時
間
以

上
９
時
間
未

満
の
通
所

介
護
の
前

後
に
連

続
し
て
日

常
生
活
上
の
世
話

を
行
う

場
合

に
つ
い
て
、
５
時
間
を

限
度
と
し
て

算
定
さ
れ

る
も
の
で

あ
り
、

例
え
ば
、
 

①
 
９

時
間

の
通
所
介
護
の
後
に
連

続
し
て
５
時

間
の
延
長

サ
ー
ビ
ス

を
行
っ

た
場
合
 

②
 

９
時

間
の

通
所

介
護

の
前

に
連

続
し
て

２
時

間
、

後
に

連
続

し
て
３

時
間

、
合

計
５

時
間
の

延
長

サ
ー

ビ

ス
を

行
っ
た

場
合
に

は
、
５
時
間
分

の
延
長
サ
ー

ビ
ス
と
し

て
2
5
0
単
位
が
算

定
さ
れ
る

。
 

ま
た
、

当
該
加

算
は
通
所
介
護

と
延
長
サ

ー
ビ
ス

を
通
算
し

た
時
間
が
９

時
間
以

上
の
部
分
に
つ
い
て
算

定
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

例
え
ば
、
 

③
 
８

時
間

の
通
所
介
護
の
後
に
連

続
し
て
５
時

間
の
延
長

サ
ー
ビ
ス

を
行
っ

た
場
合
に

は
、
通
所
介
護
と
延

長
サ

ー
ビ
ス
の
通
算
時
間
は

1
3
時
間
で

あ
り
、
４
時
間

分
（

＝
13

時
間
－
９

時
間
）
の
延
長
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
2
0
0
単
位

が
算
定
さ
れ
る
。

 

な
お
、

延
長
加

算
は
、
実
際
に

利
用
者
に

対
し
て

延
長
サ
ー

ビ
ス
を
行

う
こ
と
が

可
能
な
体
制
に
あ
り
、

か
つ

、
実
際
に
延
長
サ
ー
ビ
ス

を
行
っ
た

場
合
に
算

定
さ
れ
る

も
の
で
あ

る
が
、
当
該
事
業
所
の
実
情
に
応

じ
て

、
適
当
数
の
従
業
者
を
置

い
て
い
る

必
要
が
あ

り
、
当
該

事
業
所
の

利
用
者
が
、
当
該
事
業
所
を
利
用

し
た

後
に
、
引
き
続
き
当
該
事

業
所
の
設

備
を
利
用

し
て
宿
泊

す
る
場
合

や
、
宿
泊
し
た
翌
日
に
お
い
て
当

該
事

業
所
の
通
所
介
護
の
提
供

を
受
け
る

場
合
に
は

算
定
す
る

こ
と
は
で

き
な
い
。
 

（
４

）
 
事

業
所
規
模
に
よ
る
区
分
の
取

扱
い
 

①
 
事

業
所

規
模
に
よ
る
区
分
に
つ

い
て
は
、
施

設
基
準
第

５
号
イ
(１

)
に
基

づ
き
、
前

年
度
の
１
月
当
た
り

の
平

均
利
用
延
人
員
数
に
よ
り
算

定
す
べ

き
通
所
介

護
費
を
区

分
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当
該
平
均

利
用

延
人
員
数
の
計
算
に
当
た
っ

て
は
、

同
号
の
規

定
に
よ
り

、
当
該
指

定
通
所
介
護
事
業
所
に
係
る
指
定

通
所

介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予

防
通
所

介
護
事
業

者
（
介
護

保
険
法
施

行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
（

平
成

2
7
年
厚
生
労
働
省
令

第
４
号
）
附
則
第

４
条
第
３

号
の
規
定

に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
も

の
と

さ
れ
た
同
令
第
５
条
の
規
定

に
よ
る

改
正
前
の

指
定
介
護

予
防
サ
ー

ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運

営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス

等
に
係
る

介
護
予
防

の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準

（
平
成

1
8
年
厚
生
労
働
省
令

第
3
5
号

。
以
下
「
旧

指
定
介
護

予
防
サ

ー
ビ
ス
等

基
準
」
と
い
う
。
）

第
9
7
条
第
１
項
に
規
定
す
る
指
定

介
護
予

防
通
所
介
護
事
業
者

を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
若
し
く
は
第
１
号

通
所

事
業
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

等
基
準

第
9
3
条

第
１
項
第

３
号
に
規

定
す
る
第
１
号
通
所

事
業
を
い
う
。

以
下

同
じ
。
）
の
指
定
の
い
ず
れ

か
又
は

そ
の
双
方

の
指
定
を

併
せ
て
受

け
一
体
的
に
事
業
を
実
施
し
て
い

る
場

合
は
、
当
該
指
定
介
護
予

防
通
所
介

護
事
業
所
（
旧
指

定
介
護
予

防
サ
ー
ビ

ス
等
基
準

第
9
7
条
第
１
項

に
規

定
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所

介
護
事

業
所
を
い

う
。
）
及

び
当
該
第

１
号
通
所
事
業
に
お
け
る
前
年
度

第
２
 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
単
位
数
表
（
訪
問
介
護
費
か
ら
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
費
ま
で
及
び
福
祉
用
具

貸
与
費
に

係
る
部
分
に
限
る
。
）
に
関
す
る
事
項
 

７
 

通
所
介
護
費
 

（
１
）
・
（
２
）

 
（
略
）
 

（
３
）

 
７
時
間
以
上
９
時
間
未
満
の
通
所
介
護
の
前
後
に
連
続
し
て
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
場
合

の
加

算
の

取
扱
い
 

延
長
加
算
は
、
所
要
時
間
７
時
間

以
上
９
時
間
未
満
の
通
所
介
護
の
前
後
に
連
続
し
て
日
常
生
活
上

の
世
話

を
行
う
場
合
に
つ
い
て
、
５
時
間
を
限
度
と
し
て
算
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、

 

①
 

９
時
間
の
通
所
介
護
の
後
に
連
続
し
て

５
時
間
の
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
場
合
 

②
 

９
時

間
の

通
所

介
護

の
前

に
連
続

し
て

２
時

間
、

後
に

連
続
し

て
３

時
間

、
合

計
５

時
間

の
延

長
サ

ー
ビ

ス
を
行
っ
た

場
合
に
は
、
５
時
間
分
の
延
長
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

2
5
0
単
位
が
算
定
さ
れ
る
。
 

ま
た
、
当
該
加
算
は
通
所
介
護
と
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
通
算
し
た
時
間
が

９
時
間
以
上
の
部
分

に
つ
い

て
算

定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
例
え
ば
、
 

③
 

８
時
間
の
通
所
介
護
の
後
に
連
続
し
て
５
時
間
の
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
場
合
に
は
、
通
所

介
護
と

延

長
サ
ー
ビ
ス
の
通
算
時
間
は

1
3
時
間
で
あ
り
、
４
時
間
分
（
＝

13
時
間
－
９
時
間
）
の
延
長
サ

ー
ビ
ス

と
し

て
2
0
0
単
位
が
算
定
さ
れ
る
。

 

な
お
、
延
長
加
算
は
、
実
際
に
利
用
者
に
対
し
て
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
体
制

に
あ

り
、

か
つ
、
実
際
に
延
長
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
場
合
に
算
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
事
業
所
の
実

情
に
応

じ
て
、
適
当
数
の
従
業
者
を
置
い
て
い
る

必
要
が
あ
り
、
当
該
事
業
所
の
利
用
者
が
、
当
該
事

業
所

を
利
用

し
た
後
に
、
引
き
続
き
当
該
事
業
所
の
設
備
を
利
用
し
て
宿
泊
す
る
場
合
や
、
宿
泊
し
た
翌
日
に
お

い
て
当

該
事
業
所
の
通
所
介
護
の
提
供
を
受
け
る
場
合
に
は
算
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
 

(
４

)
 

事
業
所
規
模
に
よ
る
区
分
の
取
扱
い
 

①
 

事
業
所
規
模
に
よ
る
区
分
に
つ
い
て
は
、
施
設
基
準
第
５
号
イ

(１
)
に
基
づ
き
、
前
年
度
の
１

月
当
た

り

の
平
均
利
用
延
人
員
数
に
よ
り
算
定
す
べ
き
通
所
介
護
費
を
区
分
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
当

該
平
均

利
用
延
人
員
数
の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
同
号
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
に
係

る
指
定

通
所
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
（
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省

令
（
平
成

2
7
年
厚
生
労
働
省
令
第
４
号
）
附
則
第
４
条
第
３
号
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る

も

の
と
さ
れ
た
同
令
第
５
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
の
人
員
、

設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る

基
準
（
平
成

1
8
年
厚
生
労
働
省
令
第

3
5
号
。
以
下
「
旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
」
と

い
う
。

）

第
9
7
条

第
１
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
若
し

く
は

第
１
号

通
所
事
業
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第

9
3
条
第
１
項
第
３
号
に
規
定
す
る
第
１
号
通
所

事
業

を
い
う

。

以
下
同
じ
。
）
の
指
定
の
い
ず
れ
か
又
は
そ
の
双
方
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
一
体
的
に
事
業
を
実
施

し
て
い

る
場
合
は
、
当
該
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
（
旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第

9
7
条

第
１
項

に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
を
い
う
。
）
及
び
当
該
第
１
号
通
所
事
業
に
お
け
る

前
年
度

傍
線
の
部

分
は

改
正

部
分

 

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
及
び
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
部
分
）
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
に
要

す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
制
定
に
伴
う
実
施
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
平
成

1
2
年
３
月
１
日
老
企
発
第

3
6
号
厚
生
省
老
人
保
健
福
祉
局
企
画
課
長
通
知
）
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2 
 

新
 

旧
 

の
１

月
当
た
り
の
平
均
利
用
延
人

員
数
を
含
む
（
指

定
介
護
予

防
通
所
介

護
事
業
所
に
お
け
る
平
均
利
用
延

人
員

数
に
つ
い
て
は
、
平
成

3
0
年

度
分
の
事
業

所
規
模

を
決
定
す

る
際
の
平

成
29

年
度
の
実
績
に
限
る
。
）

こ
と

と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し

た
が
っ
て

、
仮
に
指

定
通
所
介

護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
通
所

介
護

事
業
者
若
し
く
は
第
１
号
通

所
事
業

の
指
定
の

い
ず
れ
か

又
は
そ
の

双
方
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
て
い

る
場

合
で
あ
っ
て
も
、
事
業
が
一

体
的
に

実
施
さ
れ

ず
、
実
態

と
し
て
両

事
業
が
分
離
さ
れ
て
実
施
さ
れ
て

い
る

場
合
に
は
、
当
該
平
均
利
用

延
人
員

数
に
は
当

該
指
定
介

護
予
防
通

所
介
護
事
業
所
又
は
当
該
第
１
号

通
所

事
業
の
平
均
利
用
延
人
員
数

は
含
め

な
い
取
扱

い
と
す

る
。
 

②
 
平

均
利

用
延
人
員
数
の
計
算
に

当
た
っ
て
は

、
３
時
間

以
上
４
時

間
未
満

、
４
時
間

以
上
５
時
間
未
満
の

報
酬

を
算
定
し
て
い
る
利
用
者
（

２
時
間

以
上
３
時

間
未
満
の

報
酬
を
算

定
し
て
い
る
利
用
者
を
含
む
。
）

に
つ

い
て
は
、
利
用
者
数
に
２
分

の
１
を

乗
じ
て
得

た
数
と
し

、
５
時
間

以
上
６
時
間
未
満

、
６
時
間
以
上

７
時

間
未
満

の
報
酬

を
算
定
し
て

い
る
利
用

者
に
つ
い
て
は
利
用

者
数
に
４
分

の
３
を
乗

じ
て
得
た
数
と
す

る
。

ま
た
、
平
均
利
用
延
人
員
数

に
含
む

こ
と
と
さ

れ
た
指
定

介
護
予
防

通
所
介
護
事
業
所
又
は
第
１
号
通

所
事

業
の
利
用
者
の
計
算
に
当
た

っ
て
は

、
指
定
介

護
予
防
通

所
介
護
（

旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基

準
第

9
6
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護

予
防
通

所
介
護
を
い
う
。
）
又
は

第
１
号
通

所
事
業
の

利
用
時
間
が
５
時

間
未

満
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、

利
用
者

数
に
２
分

の
１
を
乗

じ
て
得
た

数
と
し
、
利
用
時
間
が
５
時
間
以

上
６

時
間
未

満
、
６

時
間
以
上
７

時
間
未
満

の
利
用
者
に
つ
い
て

は
、
利
用
者

数
に
４
分

の
３
を
乗
じ
て
得

た
数

と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定

介
護
予
防

通
所
介

護
事
業
所

又
は
第
１

号
通
所
事

業
の
利
用

者
に
つ
い
て
は
、

同
時

に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け

た
者
の

最
大
数
を

営
業
日
ご

と
に
加
え

て
い
く
方
法
に
よ
っ
て
計
算
し
て

も
差

し
支
え
な
い
。
 

ま
た
、
１
月
間
（
暦
月
）
、
正

月
等
の
特

別
な
期

間
を
除
い

て
毎
日
事

業
を
実
施

し
た
月
に

お
け
る
平
均
利

用
延

人
員
数
に
つ
い
て
は

、
当

該
月
の
平

均
利
用

延
人
員
数

に
７
分
の

６
を
乗
じ

た
数
に
よ

る
も
の
と
す
る
。 

③
・
④

 
（
略
）
 

（
５

）
 
（

略
）
 

（
６

）
 
生

活
相
談
員
配
置
等
加
算
に
つ

い
て
 

①
 
生

活
相

談
員
（
社
会
福
祉
士
、

精
神
保
健
福

祉
士
等
）

は
、
共
生

型
通
所

介
護
の
提

供
日
ご
と
に
、
当
該

共
生

型
通
所
介
護
を
行
う
時
間
帯

を
通
じ

て
１
名
以

上
配
置
す

る
必
要
が

あ
る
が
、
共
生
型
通
所
介
護
の
指

定
を

受
け
る
障
害
福
祉
制
度
に
お

け
る
指

定
生
活
介

護
事
業
所

、
指
定
自

立
訓
練
（
機
能
訓
練
）
事
業
所
、

指
定

自
立
訓
練
（
生
活
訓
練
）
事

業
所
、

指
定
児
童

発
達
支
援

事
業
所
又

は
指
定
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業

所
（
以
下
こ
の
（
６
）
に
お

い
て
「

指
定
生
活

介
護
事
業

所
等
」
と

い
う
。
）
に
配
置
し
て
い
る
従
業

者
の

中
に
、
既
に
生
活
相
談
員
の

要
件
を

満
た
す
者

が
い
る
場

合
に
は
、

新
た
に
配
置
す
る
必
要
は
な
く
、

兼
務

し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
 

な
お
、

例
え
ば

、
１
週
間
の
う

ち
特
定
の

曜
日
だ

け
生
活
相

談
員
を
配

置
し
て
い

る
場
合
は
、
そ
の
曜
日

の
み

加
算
の
算
定
対
象
と
な
る

。
 

②
 
地

域
に

貢
献
す
る
活
動
は
、
「

地
域
の
交
流

の
場
（
開

放
ス
ペ
ー

ス
や
保

育
園
等
と

の
交
流
会
な
ど
）
の

提
供

」
、
「
認
知
症
カ
フ
ェ
・
食

堂
等
の

設
置
」
、

「
地
域
住

民
が
参
加

で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
お
祭
り
等
の

の
１
月
当
た
り
の
平
均
利
用
延
人
員
数
を
含
む
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

、
仮
に

指
定
通
所
介
護
事
業
者
が
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
者
若
し
く
は
第
１
号
通
所
事
業
の
指
定
の

い
ず
れ

か
又
は
そ
の
双
方
の
指
定
を
併
せ
て
受
け
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
事
業
が
一
体
的
に
実
施
さ
れ

ず
、
実

態
と
し
て
両
事
業
が
分
離
さ
れ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
平
均
利
用
延
人
員
数
に
は
当

該
指
定

介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
又
は
当
該
第
１
号
通
所
事
業
の
平
均
利
用
延
人
員
数
は
含
め
な
い
取
扱

い
と
す

る
。
 

 ②
 

平
均
利
用
延
人
員
数
の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
３
時
間
以
上

５
時
間

未
満
の
報
酬
を
算
定
し
て

い
る
利

用

者
（
２
時
間
以
上
３
時
間
未
満
の
報
酬
を
算
定
し
て
い
る
利
用
者
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
数
に

２
分
の
１
を
乗
じ
て
得
た
数
と
し
、
５
時

間
以
上

７
時
間
未
満
の
報
酬
を
算
定
し
て
い
る
利
用

者
に

つ
い
て

は
利
用
者
数
に
４
分
の
３
を
乗
じ
て
得
た
数
と
す
る
。
ま
た
、
平
均
利
用
延
人
員
数
に
含
む
こ
と
と

さ
れ
た

指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
又
は
第
１
号
通
所
事
業
の
利
用
者
の
計
算
に
当
た
っ
て
は
、
指
定

介
護
予

防
通
所
介
護
（
旧
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
基
準
第

96
条
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
通
所
介

護
を
い

う
。
）
又
は
第
１
号
通
所
事
業
の
利
用
時
間
が
５
時
間
未
満
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
数
に

２
分
の

１
を
乗
じ
て
得
た
数
と
し
、
利
用
時
間
が
５
時
間
以
上
７
時
間

未
満
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
利
用

者
数
に

４
分
の
３
を
乗
じ
て
得
た
数
と
す
る
。
た
だ
し
、
指
定
介
護
予
防
通
所
介
護
事
業
所
又
は
第
１

号
通

所
事
業

の
利
用
者
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
受
け
た
者
の
最
大
数
を
営
業
日
ご
と
に
加
え

て
い
く

方
法
に
よ
っ
て
計
算
し
て
も
差
し
支
え
な
い
。
 

 

ま
た
、
１
月
間
（
暦
月
）
、
正
月
等
の
特
別
な
期
間
を
除
い
て
毎
日
事
業
を
実
施
し
た
月
に

お
け
る

平
均
利

用
延
人
員
数
に
つ
い
て
は
、
当
該
月
の
平
均
利
用
延
人
員
数
に
７
分
の
６
を
乗
じ
た
数
に
よ
る
も
の

と
す
る

。 

③
・
④

 
（
略
）
 

（
５
）

 
（
略
）
 

 

           

傍
線
の
部

分
は

改
正

部
分

 

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
及
び
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
部
分
）
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
に
要

す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
制
定
に
伴
う
実
施
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
平
成

1
2
年
３
月
１
日
老
企
発
第

3
6
号
厚
生
省
老
人
保
健
福
祉
局
企
画
課
長
通
知
）
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3 
 

新
 

旧
 

開
催

」
、
「

地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
入

や
活
動
（
保
育
所

等
に
お
け

る
清
掃
活
動
等
）
の
実
施
」
、
「
協

議
会

等
を
設
け
て
地
域
住
民
が
事

業
所
の

運
営
へ
の

参
画
」
、
「
地

域
住
民
へ

の
健
康
相

談
教
室
・
研
修
会
」

な
ど

、
地
域
や
多
世
代
と
の
関
わ

り
を
持

つ
た
め
の

も
の
と
す

る
よ
う
努

め
る
こ
と
。
 

③
 
な

お
、

当
該
加
算
は
、
共
生
型

通
所
介
護
の

指
定
を
受

け
る
指
定

生
活
介

護
事
業
所

等
の
場
合
に
の
み
算

定
す

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ

る
こ
と

。
 

（
７

）
 
注

６
の
取
扱
い
 

（
略

）
 

（
８

）
・
（

９
）
 

（
略
）
 

（
1
0
）
 
生

活
機
能
向
上
連
携
加
算
に
つ

い
て
 

①
 
指

定
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
事
業
所
、

指
定
通
所

リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ

ョ
ン
事
業

所
又
は
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ

ョ
ン
を
実
施
し
て
い
る
医
療

提
供
施

設
（
病
院

に
あ
っ
て

は
、
許
可

病
床
数
が

20
0
床

未
満
の
も
の
又

は
当

該
病
院
を
中
心
と
し
た
半
径

４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

以
内
に
診

療
所
が
存

在
し
な
い
も
の
に
限
る
。
）
の
理

学
療

法
士
、
作
業
療
法
士
、
言
語

聴
覚
士

又
は
医
師

（
以
下
こ

の
（
10
）
に
お

い
て
「
理

学
療
法
士
等
」
と

い
う

。
）
が
、
当
該
指
定
通
所
介

護
事
業

所
を
訪
問

し
、
当
該

事
業
所
の

機
能
訓
練
指
導
員
、
看
護
職
員
、

介
護

職
員
、
生
活
相
談
員
そ
の
他

の
職
種

の
者
（
以

下
「
機
能

訓
練
指
導

員
等
」
と
い
う
。
）
と
共
同
し
て

ア
セ

ス
メ
ン
ト
、
利
用

者
の
身
体

の
状
況

等
の
評
価

及
び
個
別

機
能
訓
練

計
画
の
作
成
を
行
っ

て
い
る
こ
と
。

そ
の

際
、
理
学
療
法
士
等
は
、
機

能
訓
練

指
導
員
等

に
対
し
、

日
常
生
活

上
の
留
意
点
、
介
護
の
工
夫
等
に

関
す

る
助
言
を
行
う
こ
と
。
 

こ
の
場

合
の
「

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を

実
施
し

て
い
る
医

療
提
供
施

設
」
と
は

、
診
療
報
酬
に
お
け
る

疾
患

別
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

料
の
届
出

を
行
っ
て

い
る
病
院

及
び
診
療

所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療

養
型
医
療
施
設
、
介
護
医

療
院
で
あ

る
こ
と
。
 

②
 
①

の
個

別
機
能
訓
練
計
画
に
は

、
利
用
者
ご

と
に
そ
の

目
標
、
実

施
時
間

、
実
施
方

法
等
の
内
容
を
記
載

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
目
標
に

つ
い
て

は
、
利
用

者
又
は
家

族
の
意
向

及
び
当
該
利
用
者
を
担
当
す
る
介

護
支

援
専
門
員
の
意
見
も
踏
ま
え

策
定
す

る
こ
と
と

し
、
当
該

利
用
者
の

意
欲
の
向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
、

段
階

的
な
目
標
を
設
定
す
る
な
ど

可
能
な

限
り
具
体

的
か
つ
分

か
り
や
す

い
目
標
と
す
る
こ
と
。
な
お
、
個

別
機

能
訓
練
計
画
に
相
当
す
る
内

容
を
通

所
介
護
計

画
の
中
に

記
載
す
る

場
合
は
、
そ
の
記
載
を
も
っ
て
個

別
機

能
訓
練
計
画
の
作
成
に
代
え

る
こ
と

が
で
き
る

も
の
と
す

る
こ
と
。

ま
た
、
個
別
機
能
訓
練
加
算
を
算

定
し

て
い
る
場
合
は
、
別
に
個
別
機

能
訓
練
計
画

を
作
成
す

る
必
要
は

な
い
こ

と
。
 

③
 
個

別
機

能
訓
練
計
画
に
基
づ
き

、
利
用
者
の

身
体
機
能

又
は
生
活

機
能
向

上
を
目
的

と
す
る
機
能
訓
練
の

項
目

を
準
備
し
、
機
能
訓
練
指
導

員
等
が

、
利
用
者

の
心
身
の

状
況
に
応

じ
て
計
画
的
に
機
能
訓
練
を
適
切

に
提

供
し
て
い
る
こ
と
。
 

④
 

個
別

機
能

訓
練

計
画

の
進

捗
状

況
等
に

つ
い

て
、

３
月

ご
と

に
１
回

以
上

、
理

学
療

法
士
等

が
指

定
通

所

介
護

事
業

所
を

訪
問
し

、
機
能

訓
練
指

導
員

等
と

共
同
で
評

価
し
た

上
で

、
機

能
訓
練

指
導

員
等

が
利

用
者

又
は

そ
の

家
族

に
対
し

て
個
別

機
能
訓

練
計

画
の

内
容
（

評
価

を
含

む
。

）
や

進
捗
状
況

等
を
説

明
し

記
録

す
る

と
と
も

に
、
必
要
応
じ
て
訓

練
内
容
の

見
直
し
等
を
行
う
こ

と
。
 

     

（
６
）

 
注
４

の
取
扱
い
 

（
略
）
 

（
７
）

・
（
８
）
 
（
略
）
 

 

                          

傍
線
の
部

分
は

改
正

部
分

 

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
及
び
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
部
分
）
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
に
要

す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
制
定
に
伴
う
実
施
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
平
成

1
2
年
３
月
１
日
老
企
発
第

3
6
号
厚
生
省
老
人
保
健
福
祉
局
企
画
課
長
通
知
）
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新
 

旧
 

⑤
 

各
月

に
お

け
る

評
価

内
容

や
目

標
の
達

成
度

合
い

に
つ

い
て

、
機
能

訓
練

指
導

員
等

が
、
利

用
者

又
は

そ

の
家

族
及

び
理

学
療
法

士
等
に

報
告
・

相
談

し
、

必
要
に
応

じ
て
当

該
利

用
者
又

は
家
族

の
意
向

を
確

認
の

上
、

理
学

療
法

士
等
か

ら
必
要

な
助
言

を
得

た
上

で
、
当
該

利
用
者

の
Ａ

Ｄ
Ｌ
（

寝
返
り

、
起
き

上
が

り
、

移
乗

、
歩

行
、

着
衣
、

入
浴
、

排
せ
つ

等
）

及
び

Ｉ
Ａ
Ｄ
Ｌ

（
調
理

、
掃

除
、
買

物
、
金

銭
管
理

、
服

薬
状

況
等

）
の
改
善
状
況
を
踏
ま
え
た

目
標
の

見
直
し
や

訓
練
内
容

の
変
更
な

ど
適
切
な
対
応
を
行
う
こ
と
。
 

⑥
 
個

別
機

能
訓
練
に
関
す
る
記
録
（
実
施

時
間
、
訓
練
内
容

、
担
当

者
等
）
は

、
利
用

者
ご
と
に
保
管
さ
れ
、

常
に

当
該
事
業
所
の
機
能
訓
練
指

導
員
等

に
よ
り
閲

覧
が
可
能

で
あ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
。
 

（
1
1
）
 
個

別
機
能
訓
練
加
算
に
つ
い
て
 

①
～
④

 
（

略
）
 

⑤
 
個

別
機

能
訓
練
を
行
う
に
当
た

っ
て
は
、
機

能
訓
練
指

導
員
、
看

護
職
員

、
介
護
職

員
、
生
活
相
談
員
そ

の
他

の
職
種
の
者
が
共
同
し
て
、

利
用
者

ご
と
に
そ

の
目
標
、

実
施
時
間

、
実
施
方
法
等
を
内
容
と
す
る
個

別
機

能
訓
練
計
画
を
作
成
し
、
こ

れ
に
基

づ
い
て
行

っ
た
個
別

機
能
訓
練

の
効
果
、
実
施
時
間
、
実
施
方
法

等
に

つ
い
て
評
価
等
を
行
う
。
な

お
、
通

所
介
護
に

お
い
て
は

、
個
別
機

能
訓
練
計
画
に
相
当
す
る
内
容
を

通
所

介
護
計
画
の
中
に
記
載
す
る

場
合
は

、
そ
の
記

載
を
も
っ

て
個
別
機

能
訓
練
計
画
の
作
成
に
代
え
る
こ

と
が

で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
 

⑥
～
⑪

 
（

略
）
 

（
1
2
）
 
Ａ

Ｄ
Ｌ
維
持
等
加
算
に
つ
い
て
 

①
 
Ａ

Ｄ
Ｌ

の
評
価
は
、

Ba
r
t
h
e
l
 
I
n
de
x
を
用

い
て
行
う

も
の
と
す

る
。
 

②
 
指

定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

1
6
条
の
２
イ
（
４
）
に
お
け

る
Ａ
Ｄ
Ｌ
値

の
提
出
は

、
サ
ー
ビ
ス
本
体
報
酬

の
介

護
給
付
費
明
細
書
の
給
付
費

明
細
欄

の
摘
要
欄

に
記
載
す

る
こ
と
で

行
う
。
 

③
 
指

定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

1
6
条
の
２
ロ
（
２
）
に
お
け

る
Ａ
Ｄ
Ｌ
値

の
提
出
は

、
Ａ
Ｄ
Ｌ
維
持
等
加
算

（
Ⅱ

）
の
介
護
給
付
費
明
細
書
の

給
付
費

明
細
欄
の

摘
要
欄
に

記
載
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
行
う
。
な
お
、
当

該
提

出
は
、
当
該
提
出
の
月
の
属

す
る
年

の
１
月
か

ら
１
２
月

ま
で
が
評

価
対
象
期
間
と
な
る
際
に
指
定
居

宅
サ

ー
ビ
ス
基
準
第

1
6
条
の
２
イ
（
４
）
に
よ
っ

て
求
め
ら

れ
る
Ａ
Ｄ

Ｌ
値
の
提
出
を
兼
ね

る
も
の
と
す
る
。 

④
 
平

成
3
0
年

度
の
算
定
に

つ
い
て
は

、
平
成

2
9
年

1
月

か
ら

12
月

ま
で
の

評
価
対
象

期
間
に
つ
い
て
、
指

定
居

宅
サ
ー
ビ
ス
基
準
第

16
条
の

２
イ
（
１

）
、
（

２
）
、
（

３
）
、
（
４
）
の
「
そ
の

評
価
に
基
づ
く
値

（
以

下
こ
の

号
に
お
い
て
「
Ａ
Ｄ

Ｌ
値
」
と

い
う
。
）
を
測
定
し

、
測
定
し
た

日
が
属
す

る
月
ご
と
に
厚
生

労
働

省
に
当
該
測
定
が
提
出
さ
れ

て
い
る

者
（
（
５
）
に
お

い
て
「

提
出
者
」
と
い
う
。
）
の

占
め
る
割
合
」

を
「

そ
の
評
価
に
基
づ
く
値
（
以

下
こ
の

（
1
2）

に
お
い
て
「

Ａ
Ｄ
Ｌ
値

」
と
い
う
。
）
が
記
録
さ
れ
て
い

る
者
（
（
５
）
に
お
い
て
「
被
記

録
者
」
と

い
う
。
）
の
占

め
る
割
合

」
と
読
み

替
え
た
も

の
、
及
び
（
５
）

の
「

提
出
者
」
を
「
被
記
録
者
」

と
読
み

替
え
た
も

の
を
満
た

す
こ
と
を

示
す
書
類
を
保
存
し
て
い
れ
ば
、

そ
れ

を
根
拠
と
し
て
算
定
で
き
る

こ
と
と

す
る
。
 

⑤
 
平

成
3
1
年

度
以
降
に
加

算
を
算
定

す
る
場

合
で
あ
っ

て
、
加
算
を
算
定

す
る
年
度
の
初

日
の
属
す
る
年
の

前
年

の
１
月
か
ら

1
2
月
ま
で
の
間

に
、
指
定
居

宅
サ
ー
ビ

ス
介
護
給

付
費
単

位
数
表
の

通
所
介
護
費
の
イ
、

ロ
又

は
ハ
の
注

1
1
に
掲

げ
る
基

準
に
適

合
し
て
い

る
も
の
と

し
て
都
道

府
県
知
事
に
届
け
出

て
い
る
場
合
に

       

（
９
）

 
個
別
機
能
訓
練
加
算
に
つ
い
て
 

①
～
④

 
（
略
）
 

⑤
 

個
別
機
能
訓
練
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
機
能
訓
練
指
導
員
、
看
護
職
員
、
介
護
職
員
、
生
活

相
談
員

そ

の
他
の
職
種
の
者
（
以
下
「
機
能
訓
練
指
導
員
等
」
と
い
う
。
）
が
共
同
し
て
、
利
用
者
ご
と
に
そ

の
目
標

、

実
施
時
間
、
実
施
方
法
等
を
内
容
と
す
る
個
別
機
能
訓
練
計
画
を
作
成
し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
行
っ

た
個
別

機
能
訓
練
の
効
果
、
実
施
時
間
、
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
評
価
等
を
行
う
。
な
お
、
通
所
介
護
に
お

い
て
は

、

個
別
機
能
訓
練
計
画
に
相
当
す
る
内
容
を
通
所
介
護
計
画
の
中
に
記
載
す
る
場
合
は
、
そ
の
記
載
を

も
っ
て

個
別
機
能
訓
練
計
画
の
作
成
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
こ
と
。
 

⑥
～
⑪

 
（
略
）
 

                   

傍
線
の
部

分
は

改
正

部
分

 

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
及
び
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
部
分
）
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
に
要

す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
制
定
に
伴
う
実
施
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
平
成

1
2
年
３
月
１
日
老
企
発
第

3
6
号
厚
生
省
老
人
保
健
福
祉
局
企
画
課
長
通
知
）
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は
、

届
出
の
日
か
ら
同
年

12
月
ま

で
の
期
間
を

評
価
対
象

期
間
と
す

る
。
 

⑥
 
提

出
さ

れ
た
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
国
民
の

健
康
の
保

持
増
進
及

び
そ
の

有
す
る
能

力
の
維
持
向
上
に
資

す
る

た
め
、
適
宜
活
用
さ
れ
る
も

の
で
あ

る
。
 

（
1
3
）
～
（

1
6
）
 

（
略
）
 

（
1
7
）
 
事

業
所
と
同
一
建
物
に
居
住
す

る
利
用

者
又
は
同

一
建
物
か

ら
通
う
利

用
者
に
通

所
介
護
を
行
う
場
合

に
つ
い

て
 

①
 
同

一
建

物
の
定
義
 

注
1
3
に

お
け
る
「
同
一
建
物

」
と
は
、
当

該
指
定

通
所
介
護

事
業
所
と

構
造
上
又
は
外
形
上
、
一
体
的
な

建
築

物
を
指
す
も
の
で
あ
り
、

具
体
的
に

は
、
当
該

建
物
の
１

階
部
分
に

指
定
通
所
介
護
事
業
所
が
あ
る
場

合
や

、
当
該
建
物
と
渡
り
廊
下

等
で
繋
が

っ
て
い
る

場
合
が
該

当
し
、
同

一
敷
地
内
に
あ
る
別
棟
の
建
築
物

や
道

路
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
場

合
は
該
当

し
な
い
。
 

ま
た
、

こ
こ
で

い
う
同
一
建
物

に
つ
い
て

は
、
当

該
建
築
物

の
管
理
、

運
営
法
人

が
当
該
指
定
通
所
介
護

事
業

所
の
指
定
通
所
介
護
事
業

者
と
異
な

る
場
合
で

あ
っ
て
も

該
当
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

②
 
（

略
）
 

（
1
8
）
～
（

2
2
）
 

（
略
）
 

 

   

（
1
0
）

～
（
1
3
）
 
（
略
）
 

（
1
4
）

 
事
業
所
と
同
一
建
物
に
居
住
す
る
利
用
者
又
は
同
一
建
物
か
ら
通
う
利
用
者
に
通
所
介
護

を
行
う

場
合

に
つ
い
て
 

①
 

同
一
建
物
の
定
義
 

注
1
3
に
お
け
る
「
同
一
建
物
」
と
は
、
当
該
指
定
通
所
介
護
事
業
所
と
構
造
上
又
は
外
形
上
、
一

体
的

な

建
築
物
を
指
す
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
当
該
建
物
の
１
階
部
分
に
指
定
通
所
介
護
事
業
所
が

あ
る
場

合
や
、
当
該
建
物
と
渡
り
廊
下
等
で
繋
が
っ
て
い
る
場
合
が
該
当
し
、
同
一
敷
地
内
に
あ
る
別
棟
の

建
築
物

や
道
路
を
挟
ん
で
隣
接
す
る
場
合
は
該
当
し
な
い
。
 

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
同
一
建
物
に
つ
い
て
は
、
当
該
建
築
物
の
管
理
、
運
営
法
人
が
当
該
指
定

通
所

介
護

事
業
所
の
指
定
通
所
介
護
事
業
者
と
異
な
る
場
合
で
あ
っ
て
も
該
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
 

②
 

（
略
）
 

（
1
5
）

～
（
1
9
）
 
（
略
）
 

 

 

傍
線
の
部

分
は

改
正

部
分

 

○
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
（
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
及
び
福
祉
用
具
貸
与
に
係
る
部
分
）
及
び
指
定
居
宅
介
護
支
援
に
要

す
る
費
用
の
額
の
算
定
に
関
す
る
基
準
の
制
定
に
伴
う
実
施
上
の
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
平
成

1
2
年
３
月
１
日
老
企
発
第

3
6
号
厚
生
省
老
人
保
健
福
祉
局
企
画
課
長
通
知
）
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